
チリ経済（2014年8月）
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１．経済指標　
（1） ＧＤＰ成長率－2014年2Ｑ1.9％－
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2014年第２四半期（4～6月期）の実質GDP成長率は前年同期比1.9％と，前期（2.4％）を下回る伸びとなった。季節調整済前期比の伸び率は0.2％となった。
①需要項目別の動向

ア　内需は，前年同期比▲0.9％（前期同▲0.2％）と２四半期連続でのマイナスとなった（寄与度▲0.9％）。消費は前年同期比2.1％（前期同4.1％）となった。内訳は，民間消費が同1.9％（前期同3.6％），政府消費は同3.2％（前期同8.1％）であった。総固定資本形成は前年同期比▲8.1％（前期同▲5.5％）となった。内訳をみると，機械・設備投資が同▲21.1％（前期同▲18.9％），建設・住宅投資が同▲0.5％（前期同1.3％）であった。

イ　外需の寄与度は，輸入の大幅な減少にともない2.9％（前期2.6％）となった。輸出は，前年同期比▲0.4％（前期同3.5％）と再びマイナスに転じた。品目別では，銅が同▲4.6％（前期同11.6％）と減少したため，鉱業品全体も同▲4.1％（前期同10.8％）とマイナスとなった。農林水産品は同▲18.6％（前期同▲3.3％），製造業品は同7.9％（前期同▲5.2％）となった。輸入は，前年同期比▲9.1％（前期同▲4.6％）と大幅なマイナスとなった。品目別では，農林水産品は同▲18.4％（前期同▲6.4％），鉱業品は同▲8.0％（前期同▲9.3％），製造業品は同▲11.0％（前期同▲5.0％）といずれも引き続きマイナスとなった。

②セクター別の動向
セクター別では，鉱業が前年同期比4.0％（前期同0.0％），そのうち銅が同4.5％（前期同1.2％），電気・ガス・水道が同7.1％（前期同3.2％）と伸び幅が増加したものの，建設が同1.1％（前期同2.2％），運輸が同1.6％（前期同3.6％），通信が同2.7％（前期同3.4％），金融サービスが同2.2％（前期同3.6％）と伸びが鈍化，農林業が同▲4.4％（前期同4.1％），商業が同▲0.4％（前期同2.0％），レストラン・ホテルが同▲0.8％（前期同0.2％）とマイナスに転じ，製造業が同▲1.7％（前期同▲0.1％）とマイナス幅が大きくなった。
③2014年9月3日に公表された中銀による2014年成長率見通しは1.75～2.25％，直近の中銀アンケートによる見通しは2.0％となっている。
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（２）経済活動指数（IMACEC）－前年同月比0.9％－
7月のIMACECは前年同月比0.9％と予想（同1.0％）と同程度の結果となった。季節調整済前月比は0.5％となった。中銀によると，サービス業と鉱業が主なプラス要因となった一方，製造業，卸売業及び自動車が主なマイナス要因となった。
中銀アンケートによる8月IMACECの予想は前年同月比1.0％（中央値）となっている。
（３）消費－弱い動きとなっている－
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鉱業生産

鉱工業生産（前年同月比、％）

①7月の小売商業販売指数（実質，INE公表）は，前年同月比1.5％となった。同指数（除く車）は同1.9％となった。
②7月のスーパーマーケット販売額（実質，INE公表）は，前年同月比1.3％となった。
③7月の商業販売額（チリ商工会議所公表，サンティアゴ首都圏，暫定値）は前年同月比▲3.1％となった。
④6月の消費者認識指数（CIEN公表）は118.7と前月（126.0）から悪化した。現状指数（139.9），将来指数（111.2）もともに悪化となった。　　　※7月分未公表
⑤8月の新車販売台数は30,846台（前年同月比10.2％）と７か月ぶりにプラスに転じた。
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（４）鉱工業生産，電力－生産は弱い－
7月の工業生産指数は，前年同月比▲4.1％となった。セクター別では，たばこ製品が同▲23.2％，一般金属が同▲15.9％，印刷・出版が同▲13.8％，金属製品（除く機械）が同▲8.9％，機械・設備が同▲8.5％とマイナスに大きく寄与した。
7月の鉱業生産指数は前年同月比▲2.4％となり，うち銅も同▲3.1％となった。
7月の電力指数は前年同月比2.7％となった。
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国際銅価格と銅在庫の推移

銅価格

銅在庫（ロンドン・

NY

・上海合計）

（５）企業の業況判断－大きく悪化している－
8月のIMCE（企業業況判断指数）は41.25ポイントと，中立点である50ポイントを引き続き大きく下回った。前年同月差は▲9.64ポイント，前月差は▲0.93ポイントとなった。内訳を見ると，鉱業が53.38（前月差0.94ポイント）と若干改善したが，建設業が24.65（同▲4.84ポイント）と大きく悪化，製造業が39.75（同▲0.35ポイント），商業が46.54（同▲0.34ポイント）と悪化した。
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（６）不動産－増加している－

7月の建築許可面積（INE公表）は前年同月比5.4％（３か月移動平均）と前月に引き続きプラスとなった。内訳を見ると，住居が同13.2％と前月に引き続き高い伸びとなった一方で，非住居は同▲4.6％と引き続きマイナスとなっている。
（７）雇用－失業率は高くなりつつある－
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5～7月期の失業率は6.5％と前月と同水準であった。前年同期比で見ると，労働力人口は150,414人増加（前年同期比1.8％），就業者数は81,120人増加（同1.0％），失業者数は69,294人増加（同14.7％）となった。セクター別の就業者数伸び率では，社会保健サービス（同12.2％），不動産・リース（同7.4％）が大幅なプラスとなった一方，金融サービス業（同▲9.7％），鉱業（同▲7.7％）が大幅なマイナスとなった。
7月の賃金は，名目は前年同月比7.3％，実質は同2.4％となった。
（８）物価－上昇率は高くなっている－
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輸出入の動向

貿易収支

輸出

輸入

（百万ドル）

（前年同月比、％）

8月の消費者物価指数（総合）は，前月比は0.3％，前年同月比は4.5％となった。品目別に前年同月比の動きをみると，主にアルコール飲料・タバコ（10.6％），レストラン・ホテル（7.3％），食料品・飲料品（6.7％），生鮮野菜果物（6.2％）が大きく上昇したものの，衣料品・靴（▲6.8％）が低下している。生鮮野菜果実及び燃料を除くコア指数は，前月比は0.4％，前年同月比は4.4％となった。
中銀アンケートによる9月の消費者物価指数（総合）の予想は前月比0.5％となっている。インフレ期待は1年後：3.2％（前月3.0％），2年後：3.0％（前月3.0％）と引き続き安定している。
7月の生産者物価（全産業）は，前月比は2.6％，前年同月比は5.2％となった。
（９）貿易－貿易黒字が継続－
[image: image10.wmf]-

4.0 

-

2.0 

0.0 

2.0 

4.0 

6.0 

8.0 

10.0 

2

0

1

0

年

N

1

月

�

2

0

1

0

年

N

7

月

�

2

0

1

1

年

N

1

月

�

2

0

1

1

年

N

7

月

�

2

0

1

2

年

N

1

月

�

2

0

1

2

年

N

7

月

�

2

0

1

3

年

N

1

月

�

2

0

1

3

年

N

7

月

�

2

0

1

4

年

N

1

月

�

2

0

1

4

年

N

7

月

�

総合

コア

政策金利

消費者物価の動向

インフレターゲット

（

2

〜

4

％）

（％）

①8月の輸出額（FOB）は60.5億ドル（前年同月比▲5.2％）となった。内訳を見ると，鉱業品33.2億ドル（同▲11.4％），農林水産品2.3億ドル（同▲10.4％），製造業品25.0億ドル（同5.3％）となった。鉱業品のうち銅は30.8億ドル（同▲10.0％），銅を除いた輸出総額は29.7億ドル（同0.4％）となった。

②8月の輸入額（FOB）は56.9億ドル（前年同月比▲14.9％）となった。内訳（CIF）は，消費財17.0億ドル（同▲14.1％），中間財33.0億ドル（同▲12.7％），資本財10.4億ドル（同▲23.6％）となった。
③8月の貿易収支（FOB）は3.6億ドルの黒字となった。
（１０）対日・中・韓貿易
①対日貿易（FOB）：7月の貿易額は，輸出額7.6億ドル（前年同月比13.4％），輸入額1.5億ドル（同▲24.9％），貿易総額では9.1億ドル（同4.4％）となった。

②対中貿易（FOB）：7月の貿易額は，輸出額15.1億ドル（前年同月比3.0％），輸入額12.2億ドル（同▲1.8％），貿易総額では27.3億ドル（同0.8％）となった。

③対韓貿易（FOB）：7月の貿易額は，輸出額4.8億ドル（前年同月比44.2％），輸入額1.9億ドル（同▲21.4％），貿易総額では6.6億ドル（同16.7％）となった。
２．市場の動き
（１）国際銅価格－横ばい－
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8月の国際銅価格は，1ポンド3.2105ドル（1日）で始まり，1ポンド3.1729ドル（29日）で終了した。前半は，サービス部門を中心に中国経済が予想よりも緩やかな成長だったことやウクライナ・ロシア情勢の緊張感等に伴い下落基調にあったが，後半になると，一時的には米国経済の好調さをうけて値を上げた。しかし，月末近くになると，ウクライナ・ロシア間の紛争再燃が懸念されたこと等を受けて再び値を下げ，前月末比▲2.0％で終了した。

8月の銅在庫は，276,286トン（1日）から253,315トン（29日）と前月に比べ若干減少した。
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（２）為替－下落－

8月の為替は，1ドル573.14ペソ（1日）で始まり，1ドル593.28ペソ（29日）で終了した。前半はチリ経済の後退を示す統計の公表等により下落したが，ウクライナ・ロシア情勢の緊張状態の緩和からドル売りが進行し一時的にペソ高となった。しかし，後半になると，チリ中銀による政策金利引き下げや米国の経済回復の順調さが確認されたこと等をうけて再びペソ安が進行し，前月末比22.77ペソのペソ安・ドル高で終了した。
（３）株価－横ばい－
8月のIPSA値（サンティアゴ主要株式指数）は，3,904.93ポイント（1日）で始まり，3,996.63ポイント（29日）で終了した。小売・不動産部門の好業績やウクライナ・ロシア間の緊張状態の緩和等から株価は上昇，その一方で，チリの個人消費減速を示す統計の公表や製造業部門における低業績等をうけて下落した。上記理由をうけて月中間で細かな上下を繰り返した結果，前月末比3.1％で終了した。

３．経済トピックス
（１）税制改革法案に対する財務大臣からの修正提案提出
8月9日，アルベルト・アレナス財務大臣は，7月に政府・与党間で合意に至った税制改革法案に対して追加の修正提案を行った。その中で，新車自動車販売に対する課税（課税率は販売額によって変動）の新設や，たばこ・アルコールに対する課税強化などが新たに提案された。
（２）中央銀行，政策金利を引き下げ
8月14日，チリ中央銀行は定例の金融政策決定会合において，政策金利を年率3.75％から7月に引き続き0.25ポイント引き下げ，年率3.50％とすることを決定した。国内においては，経済活動や国内需要の減速ペースが予想よりも加速度を増しており，加えて，投資は個人消費が示す以上に減少し，景気減速を悪化させている，との認識を示した。

（３）アイセン水力発電所建設計画／事業主体による訴訟
エンデサ社及びコルブン社の合弁会社であるアイセン社は，パタゴニア地方で100億ドル以上の投資による，2750MWの発電容量を備える水力発電のプロジェクトを計画していたが，これを中止する判断を下したバチェレ政権の閣僚委員会の決定に対し，サンティアゴ環境裁判所，バルディビア環境裁判所の順で提訴を行った。サンティアゴ環境裁判所に提出された訴状では，「ア」社は，プロジェクト実行の可否を最終決定するに当たっての必要な調査を求めた2014年1月の前政権閣僚委員会の判断を無効とした現政権閣僚委員会のプロセスを批判している。
（４）国営銀行に対する資本投入
8月18日，アルベルト・アレナス財務大臣は，バンコ・エスタドへの4.5億ドルの資本投入のほか，小規模企業保証基金（Fogape）への0.5億ドルの投入を含む法案に関し，国営銀行（バンコ・エスタド）のロドリゴ・バルデス総裁とギジェルモ・ラライン副総裁と会談した。同法案は近日中に国会に提出される。国営銀行への資本投入は，5月にバチェレ大統領が公表した「生産性，イノベーション及び経済成長計画」の一部であり，アレナス大臣によると，今回の資本投入により，銀行は15億ドルの中小企業向け新クレジットと20億ドルの不動産ローンを提供できることになる，とのことである。
（５）チリ－アルゼンチン間を結ぶトンネル建設計画に関する合意
8月26日，ウンドゥラーガ公共事業大臣及びデ・ビド亜公共投資・サービス企画大臣は，両国間をつなぐトンネル（アグア・ネグラ）の融資に関する合意に至った。同計画では，コキンボ（チリ）とサン・フアン（アルゼンチン）をつなぐ一方通行のトンネル（全長13.9km）を２本建設することとなっている（そのうち28％がチリ領土に建設される）。同トンネル建設が完成することにより，地域における観光や産業，工業の振興へとつながることが期待される。同プロジェクトの具体的な建設計画は，今後２年間にわたり策定され，その後トンネル建設には８年間が費やされる見込みである。右計画の遂行のため，チリ及びアルゼンチンそれぞれが，自国領土内でのトンネル建設のために融資することが合意された。(了)                          
＜概要＞　景気は弱い動きとなっている。


消費は弱い動きとなっている。


生産は弱い動きをしており，企業マインドは大きく悪化している。


失業率は高くなりつつある。


消費者物価の上昇率は高くなっている。


貿易は黒字が継続している。


銅価格，株価はいずれも横ばい，為替は下落した。


先行きについては，銅価格及び為替の動向が国内経済に与える影響に引き続き留意する


必要がある。
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